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I)蒸気 (V)一擬似液体 (QJIJ)-固体 (S)一機構(Le>1)-Tl/T-刀)水分子が強く吸着し
た荒れた表面の付着成長 (1>Le>0･02)-T冊 - Ⅱ)裸の特異面の2次元核形成による成




















速度 R(10To)(破線 )の温度依存性の計算例を示す｡RI,裾 裾 まそれぞれ上記三つの成
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金 米 糖 の 形 態
横浜国大･工 戸 田 盛 和
1.金米糖
金米糖 (金平糖 )はよく知られているように,角 (ツノ)のある砂糖菓子である｡この名前
はもともとポル トガル語のConfeitosから来ているもので,1569年 (永禄 12年 ) 宣教師ルイ
ス ･フロイスが織田信長に贈ったのが伝来のはじめである｡英語のconfectionary(砂糖菓子屋 )
も同じ語源に属する｡
寺田寅彦先生の随筆に ｢金米糖｣というのがある(続冬彦集｡昭和 2年 )｡これは音読んだ
ときから常に記憶に残っていた｡今読み返えしてみると,くわしい製法は書いてなく,伝えき
いた製法が数行述べられているだけであり,それも正確ではない｡ケシ粒を中心に砂糖の濃い
液が固まって金米糖ができるのだが, ｢なぜあのように角を出して生長するかが問題である｣
ということを少し論じておられる｡ 金米糖が球形に育たないで角を出すのは,ゆらぎによって
たまたま出っぼったところができると,出っぼったところが低いところよりも生長速度が大き
いという物理的条件さえあればよい｡｢現在の勢合にここの条件が何であるかはまだよくわから
ないが,そのような可能性はいくらも考え得る｡ 面白いことには,金米糖の角の数がほぼ一定
している｡ その数を決定する因子が何であるか,これは一つの極めて興味ある問題である｣と
寺田先生は書かれている｡ そのあと先生はゆらぎの研究が大切であることを述べておられるが,
ここでは省略する｡ とにかく寺田先生は金米糖に関する二つの問題点を明らに述べておられる｡
それは次のようにまとめられる｡
(1)金米糖の角が成長する条件｡
(2) 角の数をきめる条件｡
中谷宇吉郎さんの随筆 ｢寅彦夏話｣には中谷さんが大学を出てすぐに寺田先生の助手をしてい
たときに実験室できいた話として金米糖が出ている｡ 上記の随筆が書かれる直前のことだった
だろう｡ ここには次のように書かれている｡
-A22-
